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原
題
は
『
假
全
球
化
』
で
あ
る
。「
假
」
と
は
な
に

か
？　

著
者
は
「
偽
」「
借
用
」「
あ
た
か
も
」「
経

由
」
な
ど
多
義
性
を
持
つ
「
假
」
を
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の

シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
用
い
、
そ
こ

に
真
／
偽
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
／
コ
ピ
ー
、
中
心
／
周
辺
、

西
洋
／
非
西
洋
な
ど
の
二
項
対
立
を
流
動
化
さ
せ
る
可

能
性
を
み
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
デ
リ
ダ
、
ハ
ー
ト

＆
ネ
グ
リ
、
バ
ー
バ
、
バ
ト
ラ
ー
、
バ
フ
チ
ー
ン
な
ど

の
理
論
が
駆
使
さ
れ
、
武
侠
映
画
、
ブ
ラ
ン
ド
、
ダ
サ

か
っ
こ
い
い
「
台
客
」、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
の
現
代

台
湾
文
化
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
映
像
視
覚
メ
デ
ィ
ア
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
流
通
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
帝
国
運
営
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の
四
つ
の
側

面
か
ら
考
察
さ
れ
る
。

　

理
論
的
枠
組
み
と
議
論
の
方
向
性
が
提
示
さ
れ
る
第

一
章
に
つ
づ
き
、
第
二
章
「
ハ
プ
テ
ィ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
資

本
に
よ
り
国
際
分
業
方
式
で
制
作
さ
れ
、
全
球
的
に
大

ヒ
ッ
ト
し
た
ア
ン
・
リ
ー
監
督
『
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス

テ
ィ
ニ
ー
』（
以
下
『
グ
リ
ー
ン
』）
が
題
材
と
さ
れ
て

い
る
。
従
来
こ
の
映
画
は
、
華
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に

よ
り
西
洋
人
の
た
め
に
撮
ら
れ
た
映
画
、「
偽
中
国
映

画
」
だ
と
さ
れ
、
そ
の
セ
ル
フ
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

を
咎
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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著
者
が
問
題
に
す
る
の
は
、「
偽
中
国
映

画
」
と
い
う
と
き
の
、「
偽
」
と
は
ど
の
本
物

に
対
す
る
「
偽
」
で
あ
り
、
本
物
の
中
国
と
は

な
に
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
本

物
」
は
存
在
し
な
い
、
あ
る
い
は
「
假
」
も
の

と
の
差
異
か
ら
逆
算
し
て
捏
造
さ
れ
る
も
の
と

し
て
し
か
存
在
し
な
い
と
著
者
は
考
え
、「
本

物
」
が
「
本
物
」
と
さ
れ
る
と
き
の
本
質
主
義

的
発
想
法
を
解
体
し
、「
本
物
」
に
付
与
さ
れ

た
重
々
し
い
権
威
性
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
試

み
る
。

　

武
侠
映
画
は
一
九
二
〇
年
末
〜
二
一
世
紀

の
史
的
発
展
過
程
で
、
西
部
劇
、
時
代
劇
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
雑

多
に
混
淆
さ
せ
た
、
最
も
雑
種
化
さ
れ
た
映
画

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
純
粋
混
じ
り
気
な
し
の
武

侠
映
画
と
は
、
定
義
矛
盾
な
の
で
あ
る
。
一
九

九
〇
年
代
以
降
の
中
国
語
映
画
は
、
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
資
本
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
製

作
・
配
給
・
消
費
さ
れ
て
お
り
、「
伝
統
的
」

な
意
味
で
の
国
家
映
画
で
は
な
い
。
先
行
し
て

大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
』
の
フ
ァ
ン
層
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
設
定
し
、
日
本
発
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ス
ー

パ
ー
マ
リ
オ
的
な
無
重
力
ジ
ャ
ン
プ
に
慣
れ
親

し
ん
だ
観
客
の
空
間
感
覚
を
前
提
と
し
て
製
作

さ
れ
た
『
グ
リ
ー
ン
』
は
、
そ
の
最
た
る
例
で

あ
る
。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
武
侠
、
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
ル
と

身
体
性
、
西
洋
と
非
西
洋
の
キ
メ
ラ
的
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
あ
る
『
グ
リ
ー
ン
』
は
、
頭
が
鹿
、

尾
が
驢
馬
、
蹄
が
牛
、
背
が
駱
駝
に
似
て
い
る

動
物
「
四
不
像
」
の
よ
う
だ
。「
四
不
像
」
と

い
う
こ
と
ば
は
、
シ
フ
ゾ
ウ
と
い
う
動
物
だ
け

で
は
な
く
、
分
類
不
能
な
得
体
の
し
れ
な
い
事

物
を
広
く
指
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
純
正
性

や
分
類
／
区
分
基
準
を
曖
昧
に
し
混
淆
さ
せ
る

も
の
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
る
が
、
著
者
は
そ
の

逆
手
を
取
る
。「
四
不
像
」
か
ら
同
音
の
「
似

不
像
」（“sim

ilarity

”
│
│
似
て
い
る
よ
う
で

違
い
、
違
う
よ
う
で
似
て
い
る
）
と
い
う
造
語

を
創
り
出
し
て
、
そ
れ
を
『
グ
リ
ー
ン
』
に
適

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
グ
リ
ー
ン
』
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
／
模
倣
、
純
正
／
雑
種
、
グ
ロ
ー
バ
ル

／
ロ
ー
カ
ル
、
純
正
中
国
／
假
中
国
、
ハ
リ

ウ
ッ
ド
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ネ
マ
な
ど
の
二
項

対
立
的
枠
組
み
を
解
体
す
る
可
能
性
を
見
出
し

て
い
る
。

　

台
湾
で
は
外
省
人
、
ア
メ
リ
カ
で
は
外
国

人
、
中
国
で
は
台
湾
同
胞
と
い
う
、
多
元
的
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、「
四
不
像
」
で

も
あ
り
う
る
監
督
ア
ン
・
リ
ー
は
、
多
重
の
意

味
で
の
「
假
」
台
湾
人
、「
似
不
像
」
台
湾
人

で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
疑
問
に
思
う
の
は
、

そ
の
よ
う
な
ア
ン
・
リ
ー
に
よ
る
『
グ
リ
ー

ン
』
は
、
台
湾
と
い
う
特
定
の
土
地
、
ロ
ー
カ

ル
な
場
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
文
化
的
政
治

的
意
義
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に

つ
い
て
本
書
で
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い

の
を
遺
憾
と
す
る
。
複
雑
な
地
政
学
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
配
置
さ
れ
た
ロ
ー

カ
リ
テ
ィ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
変
動
と
更
新
の
プ
ロ
セ
ス
の
さ
な
か
に

置
か
れ
た
地
と
し
て
台
湾
を
理
解
し
た
う
え
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
台
湾
と
い
う
ロ
ー

カ
ル
な
地
点
に
お
け
る
『
グ
リ
ー
ン
』
の
意
義

を
問
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
還
元
主
義
的
本

質
主
義
に
陥
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
だ
。
ア

ン
・
リ
ー
が
監
督
し
た
、
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
『
あ
る
晴
れ
た
日
に
』（Sense and 

Sensibility

）
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
「
英
国

性
」
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
作
家
と
さ
れ
て
お
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り
、
英
語
圏
の
監
督
に
は
映
画
化
を
試
み
る
勇

気
が
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ン
・
リ
ー
が
監
督
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。「
假
」
台

湾
人
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ア
ン
・
リ
ー
に
よ

る
「
假
」「
英
国
」
表
象
を
、
本
書
著
者
で
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
に
解
析
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
大

い
に
知
り
た
い
。

　

二
〇
〇
二
年
台
湾
と
大
陸
中
国
は
世
界
貿
易

機
構
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
正
式
加
盟
、
直
後
に
中
国
、
香

港
、
台
湾
で
ブ
ラ
ン
ド
商
品
偽
造
品
捜
査
・
摘

発
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
か
ら
書
き
起
こ

さ
れ
る
の
が
、
第
三
章
「
偽
ブ
ラ
ン
ド
・
偽

理
論
・
偽
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ

る
（「
偽
理
論
」
は
、「
偽（
假
）物
」
に
関
す
る

理
論
の
意
）。
著
者
は
西
洋
形
而
上
学
に
お
け

る
論
理
の
ロ
ゴ
ス
を
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ
ゴ
の
複
数

形
に
読
み
替
え
、
台
湾
産
「
假
」
西
洋
ブ
ラ
ン

ド
商
品
に
、
西
洋
発
ブ
ラ
ン
ド
の
市
場
に
お
け

る
圧
倒
的
覇
権
ば
か
り
で
な
く
、
西
洋
の
ロ
ゴ

ス
中
心
主
義
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
中
心
た
る
西

洋
に
属
し
、
そ
れ
が
辺
境
で
あ
る
植
民
地
・
被

支
配
地
域
に
伝
播
す
る
と
い
う
中
心
／
周
辺
の

二
項
モ
デ
ル
を
不
安
定
化
さ
せ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
み
る
。
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
多
く
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
起
源
を
も
ち
、
東
ア
ジ
ア
を
文
化
面

で
支
配
し
て
い
る
こ
と
と
、
過
去
に
お
け
る
西

洋
に
よ
る
非
西
洋
の
政
治
的
植
民
地
支
配
と
の

あ
い
だ
に
は
、
連
続
性
が
あ
る
。
だ
が
、
本
物

と
実
質
上
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本

物
よ
り
品
質
が
優
れ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
る
、

東
ア
ジ
ア
の
「
假
」
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
「
偽
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
そ
の
よ
う
な
西

洋
文
化
・
資
本
の
覇
権
を
転
覆
す
る
の
だ
。

　

台
湾
の
ブ
ラ
ン
ド
・
ブ
ー
ム
か
ら
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
台
湾
と
の
「
真
」
と
「
假
」
の
攻

防
・
相
生
相
克
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
と
日
本

の
あ
い
だ
の
物
資
と
情
動
の
流
通
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。「
哈
欧
」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
好

き
）
な
日
本
の
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
族
が
、「
量
産

さ
れ
た
貴
族
の
工
芸
品
」
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高

級
ブ
ラ
ン
ド
消
費
を
通
じ
て
偽
・
假
貴
族
と

な
っ
た
、
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
に
始
ま
る

「
東
ア
ジ
ア
有
名
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ー
ム
」、
と
く
に

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ブ
ー
ム
は
、
台
湾
で
は
「
半

歩
遅
れ
」
の
た
め
に
か
え
っ
て
熱
狂
的
だ
っ

た
。
台
湾
の
Ｌ
Ｖ
ブ
ー
ム
は
、
植
民
地
の
歴
史

と
日
本
と
の
文
化
的
隣
接
性
の
た
め
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
大
好
き
な
日
本
を
大
好
き
な
台
湾

（「
哈
日
」
の
「
哈
欧
」）
と
い
う
構
造
を
取
っ
た
。

　

著
者
は
、
哲
学
や
思
想
や
文
学
と
い
っ
た
、

真
面
目
で
重
厚
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
、
伝
統

的
に
学
問
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
も
の
よ
り

も
、
映
画
や
ブ
ラ
ン
ド
・
バ
ッ
グ
、
ポ
ッ
プ
・

カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
軽
く
オ
シ
ャ
レ
な
ア
イ
テ

ム
が
、
物
質
・
資
本
と
し
て
全
世
界
を
流
通
す

る
と
き
に
生
じ
さ
せ
る
、
文
化
の
衝
突
や
文
化

間
の
関
係
性
の
変
容
に
、
よ
り
強
い
関
心
を
抱

い
て
い
る
。
第
四
章
「
帝
国
の
新
衣
装
」
で
論

じ
ら
れ
る
の
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
非
公
式
国
家
首

級
ト
ッ
プ
会
談
で
、
国
家
元
首
が
開
催
国
の

「
国
民
服
」
を
着
用
す
る
、
国
家
元
首
コ
ス
プ

レ
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
前
後
に
お
い
て
は
、「
西
洋
帝
国

主
義
の
新
衣
装
」
た
る
ス
ー
ツ
と
、
被
支
配
者

側
の
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
記
号
と
し
て
発

案
さ
れ
た
「
国
民
の
新
衣
装
」（
イ
ン
ド
の
カ

デ
ィ
や
中
国
の
中
山
服
な
ど
）
と
が
対
立
し
て

い
た
。
で
は
現
在
、
ネ
グ
リ
と
ハ
ー
ト
が
い
う

と
こ
ろ
の
「
帝
国
」
の
時
代
（
冷
戦
後
、
国
民

国
家
主
権
は
相
対
的
に
衰
微
し
、
そ
れ
に
代
わ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
主
権
・
資
本
が
全
地
球
を
支

配
す
る
）
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
帝
国
」
の
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時
代
に
は
、
各
国
民
国
家
の
文
化
的
伝
統
と
民

族
的
特
色
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
「
国
民

服
」
が
創
案
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
帝
国
」
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
一
元
支
配
か
ら
目
を
そ
ら
す
た

め
の
目
く
ら
ま
し
程
度
の
意
味
し
か
も
ち
え

ず
、
実
態
は
「
帝
国
の
新
衣
装
」
と
化
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
。

　

た
と
え
ば
二
〇
〇
一
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
上
海
の
首

脳
会
議
で
着
用
さ
れ
た
「
唐
服
」
で
あ
る
。
中

華
人
民
共
和
国
の
国
民
国
家
的
特
質
を
集
約
的

に
表
現
す
る
「
国
民
服
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
さ
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
、
あ
る
部
分
は
こ

の
時
代
、
別
の
部
分
は
違
う
時
代
、
あ
る
部
分

は
貴
族
の
衣
装
か
ら
、
別
の
部
分
は
労
働
者
の

伝
統
衣
装
か
ら
、
さ
ら
に
あ
る
部
分
は
西
洋
衣

服
か
ら
取
ら
れ
る
な
ど
、「
四
不
像
」
的
な
も

の
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、
各
エ
コ
ノ
ミ
ー
が

平
等
な
立
場
か
ら
経
済
を
論
じ
る
と
い
う
建
前

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
帝
国
」
の
一
部
で
あ

り
、「
唐
服
」
の
よ
う
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
差
異

性
や
多
文
化
性
を
推
奨
し
て
い
る
と
は
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
民
族
衣
装
コ

ス
プ
レ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
単
一
化
か
ら

目
を
そ
ら
す
の
に
役
立
つ
範
囲
内
に
お
い
て
の

こ
と
で
あ
る
。

　

国
家
と
し
て
の
主
権
確
立
に
困
難
を
抱
え
る

台
湾
の
場
合
は
さ
ら
に
事
情
が
複
雑
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
、
台
湾
政
界
で
「
台
湾
シ
ャ
ツ
」

を
め
ぐ
る
論
争
が
ホ
ッ
ト
だ
っ
た
。
台
湾
を
主

催
国
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
る
と
し
た

ら
（
そ
れ
は
台
湾
が
主
権
国
家
と
し
て
認
定
さ

れ
た
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
）、
そ
の
非
公
式
元

首
会
議
に
台
湾
の
出
席
が
許
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
そ
こ
で
着
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
、
台
湾
の
「
国
民
服
」
と
は
い
か
な

る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る

論
争
で
あ
っ
た
。
台
湾
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
非
公

式
元
首
会
議
に
、
出
席
を
許
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。

　

第
五
章
「
私
た
ち
は
み
ん
な
台
湾
人
み
た

い
」
で
分
析
さ
れ
る
の
は
、
派
手
な
配
色
の

シ
ャ
ツ
、
シ
ル
バ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
檳
榔
を
噛
み
、
台
湾
の

ロ
ー
カ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
由
来

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
渋
谷
109
文
化
を
カ
ッ
ト
・

ア
ン
ド
・
ミ
ッ
ク
ス
す
る
、
ダ
サ
い
か
ら
か
っ

こ
い
い
「
台タ
イ

客ク
ー

」
で
あ
る
。
台
客
は
、「
台
湾

人
と
は
誰
か
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
、
一
九

九
〇
年
代
末
か
ら
注
目
を
集
め
て
き
た
。
台
客

の
代
表
例
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
台
」
を
、
ア
メ
リ

カ
の
単
な
る
模
倣
、
劣
っ
た
コ
ピ
ー
、
ア
メ
リ

カ
の
優
位
性
へ
の
卑
屈
な
追
従
と
し
て
、
斬
っ

て
捨
て
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
簡
単
な
の
だ
が
、

著
者
は
、
台
客
が
台
湾
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
も
の
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
み
せ

る
と
こ
ろ
に
、「
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ロ
ー
カ
ル
文
化
現
象
」
の
可
能
性
を
見
出
し
て

い
く
。

　

外
省
人
、
福
佬
人
、
客
家
人
、
原
住
民
、
さ
ら

に
は
台
湾
系
ア
メ
リ
カ
人
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
移
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
政
治
事

象
や
高
級
文
化
分
析
で
は
な
く
、
台
客
と
い

う
、
低
級
で
俗
っ
ぽ
く
粗
野
な
ポ
ッ
プ
・
カ
ル

チ
ャ
ー
分
析
を
通
じ
て
論
じ
て
い
く
著
者
の

手
法
は
鮮
や
か
で
、
く
ら
く
ら
さ
せ
ら
れ
る
ス

ピ
ー
ド
感
に
満
ち
て
い
る
。
す
べ
て
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
文
化
や
地
政
学
の
境
界
線
を
越
境

し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
支
配
的
／
従
属

的
、
男
／
女
、
中
心
／
辺
境
と
い
っ
た
権
力
位

階
は
す
べ
て
無
効
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
い

ま
さ
ら
持
ち
出
す
の
は
ダ
サ
い
と
す
る
類
の
、
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軽
く
明
る
い
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
化
論
に
本
書
が

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
念
が
、
こ
こ
ろ
に
と
き
ど
き
浮
か
ん
で
き

て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
、
評
者
は
否
定
し
な

い
。

　

だ
が
、「
台タ
イ

妹メ
イ

」
を
巡
る
著
者
の
分
析
で
、

評
者
の
そ
の
よ
う
な
疑
念
の
一
部
は
払
拭
さ
れ

た
。
台
客
（
男
性
）
が
望
む
女
性
像
に
適
合
す

る
若
い
女
性
で
な
け
れ
ば
「
台
妹
」
に
な
れ
な

い
。
女
は
若
く
あ
っ
て
こ
そ
女
で
あ
る
と
す

る
、
年
齢
差
別
と
結
び
つ
い
た
男
性
中
心
主

義
、
二
〇
〇
五
年
「
ミ
ス
台
湾
」
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
台
妹
イ
メ
ー
ジ
を
貼
ら
れ
た
グ
ラ
ン
プ
リ

優
勝
者
の
「
台
湾
国
語
」
が
執
拗
に
嘲
笑
さ
れ

た
事
件
に
見
ら
れ
る
、
使
用
言
語
と
出
身
階

層
・
地
域
・
教
育
と
の
結
び
つ
き
か
ら
生
じ
る

位
階
な
ど
の
た
め
、
台
妹
が
複
合
的
な
弱
者
の

位
置
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
台
客
が
「
世

界
の
ダ
サ
い
か
ら
か
っ
こ
い
い
」
と
な
っ
た
の

だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
台
妹
を
愛
玩
す
べ
き
所

有
物
と
す
る
男
／
女
の
位
階
区
別
を
前
提
と
し

て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
強
化
す
る
危
険
性
を

も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
著
者
は
見
落
と
し

て
い
な
い
。

　

セ
レ
ブ
最
先
端
文
化
理
論
を
駆
使
し
、「
ス
ー

パ
ー
マ
リ
オ
的
」
と
言
い
た
い
ほ
ど
の
跳
躍
乱

舞
で
展
開
さ
れ
る
本
書
の
議
論
で
あ
る
が
、
意

外
と
（
と
い
っ
て
は
礼
を
失
す
る
か
）
骨
太
な

の
で
あ
る
。
第
五
章
末
尾
の
こ
と
ば
は
重
い
。

地
球
上
に
住
む
我
々
す
べ
て
が
「
四
不
像
」、

す
な
わ
ち
ロ
ー
カ
ル
で
本
質
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
文

化
の
つ
ぎ
は
ぎ
キ
メ
ラ
で
あ
る
の
だ
と
し
て
、

私
た
ち
す
べ
て
が
、
同
じ
条
件
で
「
四
不
像
」

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
述
べ
る
。「
台
湾

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
周
辺

的
位
置
」
に
あ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
／
台
湾
」

の
間
に
は
、
巨
大
な
権
力
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
差

異
が
実
在
す
る
の
だ
、
と
。

　

中
国
語
で
書
か
れ
、
い
く
つ
か
の
章
は
英
語

で
発
表
さ
れ
た
本
書
は
、
基
本
的
に
中
国
語
圏

と
英
語
圏
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
日
本

語
訳
者
・
橋
本
に
よ
る
、
難
解
な
本
書
の
理
解

を
大
き
く
助
け
る
訳
注
を
付
さ
れ
て
、
本
書
は

日
本
語
読
者
の
も
と
に
届
い
た
。
日
本
語
版

を
読
む
読
者
と
し
て
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
／
台

湾
」
の
間
に
、
巨
大
な
権
力
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の

差
異
が
あ
る
と
し
た
ら
、
日
本
語
版
で
本
書
を

読
ん
で
い
る
自
分
は
、
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の

ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
考
え

て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。


